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原
の
辻
遺
跡
内
に
交
流
拠
点
を
開
設

　

壱
岐
島
は
、
九
州
本
土
と
朝
鮮
半
島
の
間
に
位
置
す
る
島
で
、
農

業
や
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
が
盛
ん
で
、
壱
岐
牛
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
イ
チ
ゴ
、
ウ
ニ
、
イ
カ
、
マ
グ
ロ
ほ
か
海
山
の
特
産
品
が
豊

富
で
す
。
ま
た
、
麦
焼
酎
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
壱
岐
焼
酎

は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
り
、
日
本
初
の
地
理
的
表
示
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
弥
生
時
代
を
代
表
す
る
原は
る

の
辻
遺
跡
は
、
東
ア
ジ
ア

最
古
の
船
着
き
場
跡
や
一
〇
〇
軒
以
上
の
住
居
跡
な
ど
か
ら
、『
魏
志

倭
人
伝
』
に
記
さ
れ
た
「
一い

支き

国こ
く

」
の
王
都
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
国

指
定
特
別
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
壱
岐
は
古
来
、
海
上
交
易
の
要

衝
と
し
て
、
中
継
貿
易
の
拠
点
や
迎
賓
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
時
を
越
え
、
平
成
二
九
年
、
壱
岐
市
は
こ
の
原
の

辻
遺
跡
の
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
り
交
流
す
る
拠
点
「
フ

リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
（
壱
岐
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）」
を
開
設
し
ま

し
た
。
以
前
は
同
遺
跡
の
倉
庫
と
し
て
使
用
し
て
い
た
建
物
（
約

六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
改
装
し
た
も
の
で
、
建
物
の
三
分
の
二
が

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
、
残
り
が
誰
で
も
自
由
に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
は
、
平
日
に
無
料
開
放
し
て
い
る
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
二
〇
席
、
七
室
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
ウ
ェ
ブ

会
議
ブ
ー
ス
四
室
を
完
備
。
有
料
会
員
に
な
る
と
、
入
退
室
管
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
二
四
時
間
三
六
五
日
利
用
可
能
で
す
。
ま
た
、
島
内

外
の
人
た
ち
が
自
然
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
を
「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
（
キ
ャ
ン
プ
用
品
な
ど
を
設

置
し
た
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
）」
に
し
た
ほ
か
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
て
い
ま
す
。

壱
岐
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
課
課
長
補
佐　

篠
原  

一
生

福岡

唐津

壱岐島

対馬島

10km

壱岐島：福岡から67km沖合の玄界灘
にある面積134.63km2、周囲175.9km
の島。人口25,699人（令和3年4月末
現在、壱岐市全体）。古くから大陸文
化の中継地とされ、「魏志倭人伝」に
は「一支国」と記される。国内最大級
の環濠集落「原の辻遺跡」をはじめ、
弥生時代の遺跡が多い。

全
国
の
自
治
体
を
牽
引
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
先
進
地
──
多
様
な
交
流
で
人
と
人
と
の〝
え
ん
〟を
育
む

壱岐島
（長崎県壱岐市）



49  266  2021.6

　

本
市
で
は
、
平
成
二
七
年
か
ら
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス（
株
）（
現
・
富
士

フ
イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
株
））の
協
力
の
も
と
、「
壱
岐
な
み

ら
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
」
を
企
業
哲
学
に
し

て
い
る
同
社
が
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
市
政
へ
の
反
映
が
難
し
か
っ
た
声
（
特
に
若
年
層
）

を
拾
い
上
げ
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
新
し
い
壱
岐
の
未
来
を
共
創

し
て
い
く
活
動
で
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
約

二
四
〇
〇
人
が
参
加
。
島
の
未
来
の
た
め
に
市
民
が
実
現
し
た
い

四
九
テ
ー
マ
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
三
五
テ
ー
マ
が
既
に
具
現
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー

ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
は
、「
島

外
か
ら
訪
れ
る
人
々
と
交

流
で
き
る
場
所
が
欲
し

い
」
と
い
う
市
民
の
願
い

が
結
実
し
た
も
の
で
、
当

時
、
国
が
推
進
を
始
め
た

テ
レ
ワ
ー
ク
に
注
目
し
、

本
市
と
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組

ん
で
開
設
し
ま
し
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
に
は
、総
務
省
の「
ふ

る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進

事
業
」
が
、
同
事
業
の
対
象
外
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
に
は
、
内
閣
府
の
「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事
業
」
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
同
交
付
金
事
業
を
用
い
、
フ
リ
ー
ウ

ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
利
用
者
向
け
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
短
期
滞
在
型
施
設
）

も
整
備
し
ま
し
た
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
木
造
平
屋
建
て
の
施
設
は
、

弥
生
時
代
の
竪
穴
式
住
居
の
構
造
様
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
八
部

屋
あ
る
個
室
の
眺
望
と
採
光
の
最
大
限
の
確
保
と
、
天
井
の
高
い
開

放
的
な
土
間
空
間
の
両
立
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
地
と
し
て
優
秀
賞
を
受
賞

　

フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
壱
岐
で
、
歴
史
・
文
化
、
食
な
ど
の
島

の
魅
力
に
全
身
で
触
れ
な
が
ら
働
き
た
い
と
、
多
く
の
人
々
が
島
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
約

三
九
〇
〇
人
も
の
方
々
が
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
を
利
用
。
こ
の

う
ち
の
約
一
〇
〇
〇
人
が
、
島
外
か
ら
の
利
用
者
で
す
。

　

ま
た
同
ス
タ
ジ
オ
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

利
用
に
留
ま
ら
ず
、
島
外
企
業
が
壱
岐
に
拠
点
を
開
設
す
る
際
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
や
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
観
点
か
ら
、
地

方
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
検
討
す
る
企
業
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
適
切
な
物
件
や
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
ス
タ
ジ
オ
は
、
壱
岐
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
に
あ
た

っ
て
、
物
件
と
人
材
が
見
つ
か
る
ま
で
の
「
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
」
と
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用途に応じてさまざまな使い方ができるフリーウィルスタ
ジオ。
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し
て
の
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
フ
リ
ー
ウ

ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
を
〝
卒
業
〟
し
た
企
業
も
含
め
て
、
一
〇
社
が
壱
岐

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
、
二
七
人
の
雇
用
の
創
出
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
本
市
は
、
令
和
元
年
度
に（
一
社
）

日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
の
「
第
二
〇
回
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
」
に
お

い
て
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
現
在
、
官
民
連
携
の
テ
レ
ワ
ー

ク
先
進
地
域
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
壱
岐
市
の
取
り
組
み
が
全

国
の
地
域
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

〝
え
ん
〟
を
育
む
〈
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉

　

上
述
の
通
り
、
本
市
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
先
進
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
も
と
も
と
「
リ
ゾ
ー
ト
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
標
榜
し
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
元
年
度
に（
株
）ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
と（
株
）ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
連
携
し
、
壱
岐
が
持
つ
魅
力

を
整
理
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
磨
き
上
げ
、

壱
岐
独
自
の
「〝
え
ん
〟
を
育
む
壱
岐
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
モ
デ

ル
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
壱
岐
の
美
し
い
自
然
、
悠

久
の
歴
史
、
豊
か
な
食
べ
物
、
い
き
い
き
と
生
活
す
る
人
々
な
ど
を

結
び
、〝
え
ん
〟
を
育
む
こ
と
で
、
壱
岐
滞
在
中
の
時
間
を
来
訪
者

や
そ
の
家
族
な
ど
大
切
な
人
た
ち
の
実
り
（
成
長
）
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
設
備
の
揃
っ
た
フ
リ
ー
ウ
ィ
ル
ス
タ
ジ
オ
や
モ
バ

イ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
オ
フ

ィ
ス
（
モ
バ
イ
ル
Wi

−

Fi
、

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、

イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
、
タ
ー

プ
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
）
な

ど
を
活
か
し
た
島
内
ど

こ
で
も
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
提
供
、
手

ぶ
ら
で
の
キ
ャ
ン
プ
や

海
釣
り
、
サ
ン
セ
ッ
ト

ク
ル
ー
ズ
や
朝
陽
ラ
イ

ド
な
ど
の
自
然
を
生
か
し
た
遊
び
（
体
験
）
の
提
供
に
加
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
教
育
や
市
民
（
地
域
住
民
）
と
の
対
話
会
、
い
き
っ
こ
留
学
（
島
外

の
児
童
の
地
元
小
学
校
で
の
受
け
入
れ
）
な
ど
の
学
び
の
提
供
を
行
な
っ

て
い
く
も
の
で
す
。

人
が
人
を
呼
ぶ
好
循
環
の
島
づ
く
り

　

一
般
的
に
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
て
も
、
地
域
と
の
関
わ
り
の

深
さ
に
よ
っ
て
、
出
張
に
休
暇
を
付
け
加
え
る
「
ブ
レ
ジ
ャ
ー
」、

短
期
滞
在
や
長
期
滞
在
型
な
ど
が
あ
り
、「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に

お
い
て
も
一
回
き
り
な
の
か
リ
ピ
ー
タ
ー
な
の
か
な
ど
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
先
に
は
多
拠
点
居
住
や
移
住

定
住
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
不
可
逆
的
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て
い

イスとテーブル、Wi-Fiと電源
（バッテリー）があれば、島内の
どこでもテレワークが可能。
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て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
二
〇
三
〇
年
の
あ
る
べ
き
姿
の
一
つ
と
し
て
「
外
部

か
ら
多
様
な
知
恵
を
取
り
込
み
、
進
化
と
変
化
を
恐
れ
な
い
強
靭
な

地
域
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
人
を
結
び
、

〝
え
ん
〟
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
、
関
係
人
口
を
創
出
し
、
持
続
可

能
な
地
域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

壱
岐
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
は
、
コ
ロ

ナ
時
代
の
先
進
事
例
（
小
さ
な
島
の
新
し
い
挑
戦
）
と
し
て
複
数
の
国

際
会
議
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
離
島
は
地
勢
的
に
も
本
土
と
比

べ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
が
あ
り
ま
す
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
場
所
や

時
間
を
飛
び
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
先
進
技
術
を
活

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
本
土
以
上
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
の
よ
う
に
、
壱
岐
市
の
小
さ

な
挑
戦
が
、
日
本
や
世
界
の
離
島
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。�

■

く
中
、
観
光
施
策
の
観
点
か
ら
も
移
住
施
策
の
観
点
か
ら
も
「
テ
レ

ワ
ー
ク
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
単
に
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
島
に
来
た
人
材
の
力
を
積
極
的
に
地
域
経

済
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
も
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
島
の
人（
市
民
）

自
体
が
壱
岐
を
テ
レ
ワ
ー
ク
先
と
し
て
選
ぶ
上
で
の
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
構
想
も
あ
り
ま
す
。

実
際
、
島
外
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
で
来
島
し
た
方
が
、
市
民
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
そ
の
後
も
そ
の
人
に
会
う
た
め
に
何
度
も
壱
岐
を
訪
れ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
方
の
多
く
は
、
最

初
は
一
人
で
来
て
い
ま
し

た
が
、
職
場
の
同
僚
や
友

人
、
家
族
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
人
を
連
れ
て
来
る
よ
う

に
な
り
、
壱
岐
市
の
Ｐ
Ｒ

に
も
貢
献
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
市
民
か

ら
空
き
家
を
紹
介
さ
れ
て

移
住
す
る
人
や
、
多
拠
点

居
住
を
し
な
が
ら
壱
岐
で

起
業
す
る
人
も
増
え
て
き

特集　島から考える日本・Ⅴ

昭和52年、壱岐島生まれ。大
学卒業後、旧郷ノ浦町役場に
入庁。総務課、政策企画課、財
政課を複数回経て、福岡市役
所に出向。その後、壱岐市役
所地域振興推進課、SDGs未来
課に籍を置きながら、壱岐市
観光連盟、壱岐みらい創りサ
イト、富士ゼロックスなどへ
出向。令和2年度より現職。

篠原一生（しのはら いっせい）

ワーケーションで訪れた人と市民が同じテーマで話し合う
「SDGs対話会」の様子。


